
MARCHING BASS DRUM STAND
MBS-3000

上部アセンブリー

脚部

この度は、MBS-3000 をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
製品の機能を十分に発揮してお使いいただくために、この取扱説明書をぜひご覧ください。

取扱説明書
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脚部のセッティング ( 図 .1)

a)平らな場所で使用する場合 （図.2）

1．二本の固定脚のストッパーにあ
るウイングナットをゆるめます。

2．ストッパーがラバーチップに当
たるまで脚を広げウイングナッ
トをしっかり締めます。

3．可動脚の上側ブラケットのウイ
ングボルトをゆるめます。

4．スタンドが垂直になるように上
側ブラケットの位置を調整し、ウ
イングボルトを締めてください。

b)段差のある場所で使用する場合 （図.3）

1．二本の固定脚のストッパーにあ
るウイングナットをゆるめます。

2．ストッパーがラバーチップに当
たるまで脚を広げウイングナッ
トをしっかり締めます。

3．可動脚の上側ブラケットと下側
ブラケットのウイングボルトをゆ
るめます。

4．上側ブラケットをパイプの一番
上までスライドしウイングボルト
を締めます。

5．スタンドが垂直になるように下
側ブラケットの位置を調整し、ウ
イングボルトを締めます。

図1

注意
段差の高さによって可動脚の先端からパ
イプまでの距離が30cmより短くなってし
まう場合は、両方のブラケットの位置を
調整してください。その際スタンドが垂直
であることをお確かめください。(図.4)

上部アセンブリーのセッティング (図 .5)

1．脚部のダイカストジョイントにあるウィングナットをゆるめ
ます。 

2．上部アセンブリーを図のように差し込んでウイングナットと
ストップロックのキーボルトを締めてください。

注意
高さを調整する際は、ダイカストジョイントのウイングボルトとストップ
ロックのキーボルトをゆるめて行ってください。調整後、ウイングボルト
とキーボルトをしっかりとしめてください。また、安全のためバスドラム
をスタンドからおろして調整をしてください。
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バスドラムのセッティング (図 .6)

1．バスケットアームをバスドラムのサイズに合わせて広げ、ウ
イングボルト締めます。 

2．ストップロックをバスケットアームの下の位置までずらし、
キーボルトを締めます。ストップロックはズレを防止すると
同時に、再度セッティングする際のバスケットアームを広げ
る角度の目印にもなります。 

3．バスドラムをのせる際は、バスケットアームの金属部がバス
ドラムの本体・ラグ等に触れていないことを確認し、ラバー
チップでバスドラムを支えるようセッティングしてください。

パール楽器製造株式会社
〒276-0034 千葉県八千代市八千代台西10-2-1

電話：047-484-9111（代表）

〒276-0046 千葉県八千代市大和田新田593-1
電話：047-450-1090（テクニカルサポート）

http://www.pearlgakki.com
製品改良のため予告なくデザイン・仕様を変更する場合がありますので御了承下さい。
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危険
・本体は傾斜があるような不安定な床面では使用しないでください。
スタンドが転倒する恐れがあります。
・スタンドを移動する際はバスドラムを外してください。
・ご使用のまえに、ストップロックが正しい位置でしっかりと締まって
いることをご確認ください。
・ボルトやネジがゆるんだまま使うと故障の原因になることがありま
す。時々点検して、ゆるみが生じているボルトやネジは締め直してご
使用ください。
・スタンドの調整を行う際は、指や手をはさんだりパーツを落として
怪我をしないよう、十分注意してください。
・回転部や可動部の隙間に指や手を入れないでください。はさまれて
怪我をする恐れがあります。
・部品の端面や内面に指を入れるとバリ等で怪我をする恐れがあり
ますのでご注意ください。




